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は じ め に 


レア ー は 魔法 が 自然 界 を 支配 し 、 武 力 が 法律 を 司る 世界 で す 。 
あな た は この レア ー の 世界 で 、 広 い 版 図 を 持っ て いる 大 国 の 一 つ に 生ま れ 、 軍 人 と し て 育て られ 
まし た 。 

~ この 世界 で は 、 ド ルイ ド 教 が 盛ん や で 、 ド ルイ ド 教 団 は 各国 に 踏 が る 組織 を 維持 し て お り 、 あ な た の 
国 と これ を 囲む 近隣 四 か 国 は その 影響 力 の お か げ で 、 長 い 期 間 平 和 神 に 過ごし 、 繁 栄 を 議 歌 し 
て 来 ま し た 。 
ドル イド 教団 は 、 森 林 や 繁 み の 多い 谷間 に 住み 着い て 祈り を 捧げ て いる 僧 た ちの 集まり で す が 、 
その 高僧 た ち は 、 長 年 に わた っ て 最も 賢い 助言 者 で あり 、 最 も 明 断 な 判断 を 下す 者 と し て 人 々 
の 信頼 を 集め て きま し た 。 ド ルイ ド 各 会 派 が 集まっ て 開催 され る ドル イド 評議 会 は 、 そ の 決定 が 
地上 の 全て の 王国 に 支持 され まし た か ら 、 今 で は この 世界 で 、 最 も 権威 の ある 決定 機関 と な っ 
て お り ま し た 。 
これ ら の 会 派 の 中 で も 、 特 に 信望 の 厚い の は 「 木 の ドル イド 」 で 、 こ の 会 派 は 少な く と も 一 名 の 僧 
を 隣接 する 五大 王国 に 派遣 し こおり 、 そ の 助言 は 政治 と 信仰 の 両面 で 常に 尊敬 を 以 て 受け 入れ 
られ て い だ の で し た だ 。 
と ころ が 、 こ の 半年 の 間 に 、 あ の 堅実 無比 だ っ た 「 木 の ドル イド ] に 何 か 重 大 な 異変 が 起き た らし 
い の で す 。 初 めのう ち は ド ルイ ド 評 議会 へ の 出席 が 不 規 則 に な っ た だ け だ っ た の で す が 、 や が て 
他 の ドル イド 集落 と の 連絡 も 次 第 に 少な く な り 、 そ れ さ えも 今 で は すっ か り 途 絶え て し まっ た の 
Kai 
「 木 の ドル イド 」 の 集落 の 周辺 で は 、 作 物 は いつ も 八 帳 面 に 育て られ 、 刈 り 取 られ て いま し た が 、 
今 で は 育ち 過ぎ ぎの まま に な り 、 立 枯れ て いる の で す 。 伝 染 病 に や られ た と か 大 災害 が 起き て いる 
らし いと いっ た 噂 が 、 パ ブ や 酒場 で 嘱 か れ 始 め て いま す 
この 異変 の 実体 を 調べ よう こと 、 多 く の 冒 険 者 が 「 木 の ドル イド 」 の 集落 に 向け て 、 旅 立っ て 行き ま 
し た が 、 彼 ら の 集落 が 不幸 な こと に オー ク の 巨木 の 下敷 き に な っ て いる の は 判っ た も の の 、 だ れ 
一 人 こし て 無事 に 戻っ て 来 て 、 こ の 不思議 な 事件 を 説明 で きた 者 は いま せん で し た 。 
そし て 三 か 月 前 に は 、 こ の 集落 の あら ゆる 痕跡 が 完全 に 地上 か ら 消さ れ て し まっ て いた の で す 。 
名 高い 三 人 の 戦士 、 ブ ルー ノ 、 ジ ャ ロー、 エ オレ ー ヌ が 偵察 隊 を 組織 し て 、 何 が 起き た の か を 探り 
に 出発 し まし た 。 だ が 数 週間 経っ て も 彼ら か ら は 何 の 便 り も な く 、 レ アー の 人 々 は また も や 、 事 の 
真相 を 求め て 替 立 た し さ を 募 ら せ る の で し た 。 
DID TRE ES DIE AR ARR ARTE SE RAI TA" 
ドル イド 評議 会 は 再度 、 優 れ た 人 材 を 派遣 すべ く < 選考 を 重ね て いま し た が 、 遂に あな た を 指名 し 
て 、 原 因 究 明 の 旅立ち を 命じ た の で す 。 
あな た に は 、 武 器 と 一 週間 分 の 食料 が 与え られ て いま す 。 そ し て 今 、「 木 の ドル イド 」 の 洞窟 に 通じ 
る トン ネル の 入り 口 に 立っ て いる の で す 。 


さあ 勇気 を 出し て 、 入 っ て 行こ う で は あり ませ ん か ……… 


第 1 章 ゲー ム の あら まし 


クォータ ー ス タッ フ は 普通 の ロー ルプ レイ ング ・ ゲ ー ム の よう に 、 プ レー ヤー が 御 自分 で キャ ラ 
クタ を 作る こと は あり ませ ん 。 


あな だ は 「 タ イタ ス 」 と いう 名 前 で この ゲー ム に 登場 し ます 。 (タイ タス が どう いう 人 物 で ある か は ゲー ム の 
中 で 詳し 説明 され る で し ょ う 。) 

ゲー ム が 進む に つれ て 、 色 々 な 登場 人 物 が 現れ ます が 、 彼 ら 6 が 人 間 で あれ 、 モ ンス ター で あれ 、 だ 
れ も が タイ タス と 同様 に 、 空 腹 、 怒 り 、 食 欲 と いっ た 現実 的 衝動 と 欲望 の まま に 生き 、 失 敗 と 成功 か ら 現 
実 を 学ん で いく 〈 の で す 。 

中 に は あな た と 力 を 合わ せ て 戦う 方 が 有利 だ と 考え る 登場 人 物 あ いる で し ょ う 。 を うい う 相 手 に は 、 あ な た 
が その 相手 が 自分 の 手助け に な る と 思 を ば 、 な る べく 愛想 よく 振る 舞っ て 仲間 に する こと も 必要 と な っ て 
きま す 。 


あな た は タイ タス と し て 、 一 人 で この ゲー ム を スタ ー ト し ます が 、 い つの 間 に か 大 パー ティ の リー ダー に 
な っ て いる か も し れ ま せん 。 ッ パー ティ は 成長 し ます が 、 当 然 な が ら 6、 個 々 の メン バー の 行動 に 対す る 指 
揮 権 は あな た が 持っ て いま す 。 あ な た は グル ー プ を 分 割 し た り 、 或 は 新しい リー ダー を 選ん だ りす る 
こと ある で し ゅ う 。 


「 木 の ドル イド 」 の 複雑 な 建物 と 内 部 の 様々 な アイ テム も また 、 現 実 性 を 念頭 に 置い て 創造 され た も の 
で す 。 つ まり 、 部 屋 部 屋 は いい 加減 に 散在 し て いる の で は な く 〈、 目 的 と デザ イン に 注意 し て レイ アウ ト さ きれ 
て いま す 。 ア イ テ ム は 重き や 形 や 大 きる 等 、 リ アル な 物理 的 特徴 も 持っ て いま す 。 を そし て 、 ア イ テ ム は あな だ 
だ け の た め に ある の で は あり ませ ん 。 ク ォ ー タ ー ス タッ フ の 全て の 登場 人 物 は 、 各 自 の 知性 に 応じ て 、 
アイ テム を 手 に 入れ て 使う こと が で きる の で す 。 








第 2 章 スタ ー ト と 中 断 


[ある 冒険 者 の 日 記 か ら 抜 粋 ] 

私 が 合図 する と 、 我 々 三 人 は 8、3 度 馬 に ピ シ ャ リ こ と ムチ を くれ て 駆け 始め た 。 後 ろ を 振り 向き 、 こ 
れ が 最後 に な る だ ろう と ロー ク の 村 を 一 腎 し た 。 私 が 育ち 、 私 を 勇士 に し た 居心地 の よい 村 で あ 
っ た 。 昼 食 の と き 飲 ん だ 強い 酒 の た め 、 少 し 頭 が フラ フラ する 。 

角 を まわ っ て ちっ ぽ け な 村 が 見 えな く な る と 、 早 くも ホー ムシ ッ ク に 駆 ら れ た 。 我 々 三 人 、 私 と 頑 
丈 で うぬぼれ の 強い マク シマ ー、 足 の 速い 小 妖精 マー ラ は 、 し ば らく の あい だ 農場 や 家族 に 会 え 
な く な る の だ 。 農 業 を 捨て て 、 何 リー グ も 離れ た 北 の ア ン ヴ ェ ー ル 山 で 幸運 を 捜す 決意 を し た の 
だ か ら ……。 こ れ か ら 起 こる こと が 、 ア ッ パ ー・ ア ン ヴ ェ ー ル ズ の ミズ ラル 鉱山 で の 冒険 の 真実 
の 記録 で ある …… 


[ゲー ム の スタ ー ト 方 法 ] 

1. シ ステ ム の 電源 を 入れ る 。 

2. プ ログ ラム ・ デ ィ ス ク を ドラ イブ 1、 ま た は ドラ イブ 0 (FM・X-1 の 場合 ) に モッ ト し 、 プ レー ヤー・ デ ィ ス 
ク を ドラ イブ 2、 又 は ドラ イブ 1 (FM・X-1 の 場合 ) に セッ ト す る 。 

3. リ モッ ト ・ ボ タン を 押す と 、 タ イト ル 画 面 が 表示 され 、「 ニ ュー・ ゲ ー ム 」 か 「 モ ー プ ド ・ ゲ ー ム 」 か を 聞 
いて 来 ま す 。「 ニ ュー・ ゲ ー ム 」 は 新た に ゲー ム を 始め る 場合 、「 セ ー ブ ド ・ ゲ ー ム 」 は 以前 に セー ブ し 
た 処 か ら ゲ ー ム を 始め る 場合 で す が 、 い ずれ か を 指定 する と 、 以 下 の 画面 (第 1 図 ) が 現れ ます 。 





QUARTERSTAFF シス テム アク ショ ン ] アク ショ ン ロ アク ショ ン 3 タイ タス 洞窟 の | 


| Entrance | | 








タイ タス ) 見 る 同 窟 の 入り 口 
外 か ら み る と 、 同 窟 の 入口 は ノバ ラ と ガレ キ 
に 完全 に 履 わ れ 、 よ ほぼ ほど ご 注意 深い 観察 者 で 
も な い 限 り 見 つけ る こと は 出来 な い だ ろ う 。 
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第 1 図 


[冒険 の 中 断 ] 

セー ヲ と 6 り ドア 

ゲー ム の 途中 いつ で も 5 ゲー ム を セー ブ す る こと が 出来 ます 

つま り 5 冒 険 の 現在 位置 の 「 ス ナッ プ '」 を つく る こと が 出来 る の で す 。 そ し て セー ブ し た 位置 か ら ゲ ー ム を 
再開 で きま す 。 

画面 上 部 の [システム] を 指定 し [セー ブ 1」、「 モ ー ブ 2」、「 モ ー ブ 3」 の いずれ か を 選ん で セー ブ し ます 。 
な お 、 ゲ ー ム の 途中 で 、 前 に モ セーブ し た 処 か ら 6 ら もう一度 や り 直 し た い 時 に は 、「 シ ステ ム 」 の 中 の 「 ロ ー ド 
1」、「 ロ ー ド 2」、「 ロ ー ド 3」 を 指定 し て 下 き い 。 

「 ロ ー ド 1」] は [モー ブ 1」 で セー ブ し た 処 か ら 、「 ロ ー ド 2」 な ら ば 「 セ モー ブ 2」 で セー ブ し だ 処 か ら を それ ぞ 
れ ス ター ト し な お し ます 。 











sr [=] ゃ 
第 3 章 クォータ ー ス タッ フ の 操作 方 法 
クォータ ー ス タッ フ は 、 ロ ー ル プレ イン グ ・ ゲ ー ム と アド ベン チャ ー・ ゲ ー ム を 無理 な く 一 体 化し 
た と て も ユニ ー ク な ゲー ム で す 。 
ゲー ム は 、 ア ド ベ ンチ ャ ー・ ゲ ー ム の 特徴 で ある 「 誰 が 何 を ご どう する 」 と いう 操作 を 中 心 に し て 進 
め ら れ ま す 。 


[画面 の 説明 ] 
第 1 図 の 左側 に は 、 マ ッ プ が 表示 され ま す 。 黒 い 点 が プリ ンク し て いま す が 、 こ れ は パー ティ の いる 場所 
を 示し ます 。 
右側 に は 、 す べ て の メッ セー ジ が 現れ ます 。 ロー ル ア ブッ フ 、 ロ ー ル ダウ ン ・ キ ー、 あ る い は マウ ス に よっ て メッ 
セー ジ は 上 下 に スク ロー ル し ます 。 
次 に 画面 上 部 を 注目 し て 下 き い 。 
左 か ら 「 シ ステ ム 」、「 ア クシ ョ ン 1」 か ら 「 ア クシ ョ ン 3」、「 タ イタ ス 」、「 洞 窟 の 入口 」E 表 示さ れ て いま す 。 
また 、 画 面 下 部 に は 数 個 の アイ コン が 表示 る れ て いま す 。 
これ ら は ゲー ム を 進め る の に 必要 な プル ダウ ン ・ メ ニュ ー で す の で 、 以 下 順 を 追っ て 説明 し ます 。 
(画面 上 部 ) 
1.[ システム] 
ここ を 指定 する と 、 次 の メニ ュー が 現れ ます 。 
セー デブ 
ロー ド 
ゲー ム エ ン ド 
コン トロ ー ル 
ここ で 、「 ゲ ー ム エン ド 」 以 外 の メニ ュー に 印 が ある の に 御 注目 下さ い 。 
これ は その コマ ンド に は 、 更 に サブ ・ メ ニュ ー が ある こと を 示し ます 。 
つま 0「 セ モー ブ 」 を 指定 する と 、 
セー ブ 1 セー ブ 2 セー ブ 3 
と 表示 され ます の で 、 ど こ に セー ブ す る か を 選ん で 下さ きい 。 
「 ロ ー ド 」 の サブ プ ・ メ ニュ ー は 
ニュ ー ゲ ー ム ロー ド 1 ロー ド 2 ロー ド 3 
「 コ ント ロー ル 」 の サブ プ ・ メ ニュ ー は 
音楽 (ON/OFE) 
ビー プ (ON/OFF) 
テキ スト の 表示 速度 (1-10) 
アイ テム 選択 時 の リタ ー ン (ON/OEFF) 
説明 文 の 表示 モー ド ( 詳 細 プ 普通 プ 簡略 ) で す 。 


2.「 ア クシ ョ ン 1」 か ら 「 ア クシ ョ ン 3」 
ここ を 指定 する と 、 こ の ゲー ム で 使用 出来 る 動詞 の 一 覧 表 が 表示 る れ ま す 。 
自分 の 使い た い 動詞 が 「 ア クシ ョ ン 1」 の 中 に な けれ ば 、「 ア クシ ョ ン 2」 を 。 を こ に も な けれ ば 、「 ア クシ ョ 
ン 3」] を 、 と いう よう に 指定 し て 下さ い 。 
(付録 の [動詞 一 覧 表 ] を 御 参照 下さ い 。) 
タイ タス 」 
ここ に は 現在 行動 を 問わ れ て いる 人 物 の 名 前 が 表示 る れ て いま す 。 
ここ を 指定 する と 、 を その 人 物 が 持っ て いる アイ テム が 表示 きれ ます 。 
その アイ テム の 前 に ある 記号 は 、 そ の 人 物 が その アイ テム を 身 に つけ て いる か どう か 、 そ の アイ テム が 英 
に つけ られ る 物 か どう か 、 な ど を 示し て いま す 。 
な お アイ テム に Py 印 が ある も の は 、 サ ブ ・ メ ニュ ー を 持っ て いま す 。 つ まり その アイ テム の 中 に 更に アイ 
テム が ある こと を 示し て いま す 。 
.「 洞 窟 の 入 日 」 
ここ に は 現在 パー ティ が いる 場所 の 名 前 が 表示 され 、 こ こ を 指定 する と 、 そ の 場所 に いる 人 物 と アイ テム 
が 表示 され ます 。 
(画面 下部 ) 
ここ に は ゲー ム 中 婦 繁 に 使う 特殊 コマ ンド と 、 英 文 入力 の ウイ ンド ウ 、 そ れ か ら 6 現在 の 場面 で セン ト が 欲 
し い 時 に 「 ル ー ム ・ セ ント 」 を 呼び 出す アイ コン が 表示 され て いま す 。 以下 、 特 殊 コ マン ド を 説明 し ます 。 
1.N、S、E、W、 
これ 64 方 向 に は 、 ド ア と か 璧 の 絵 が 表示 され ます 。 例 えば 、N に 扉 の 開い た ドア の 絵 が あれ ば 、 北 
側 の ドア は 開い て いる こと を 示し ます 。S に 鍵 の か か っ た ドア の 絵 が あれ ば 、 部 屋 の 南 に は 鍵 の か か 
っ た ドア が ある こと を 示し ます 。 
E に 長 の 絵 が あれ ば 東 の 方 角 は 壁 に な っ て いる こと を 示し て いま す 。 
WC に 通路 の 絵 が あれ ば 、 西 に は 通路 が 続い て いる こと を 示し ます 。 
この 場合 、「N」 を 指定 すれ ば 、 パ ー テ ィ は 北 ^ へ 移動 し ます 。「W」 を 指定 し た ら 西 に 移動 し ます 。 し か し 
「S」ETE」 の 場合 は 移動 出来 ます ん 。 鍵 の か か っ た ドア や 璧 で 行く 手 が 塞 が っ て いる か ら で す 。 
な お 、 パ パー ティ の 移動 は リー ダー の コマ ンド で な いと 受け 付け て て くれ ませ ん 。 


co 


た 
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階段 とか 穴 が ある 場合 、 上 下 ^ へ 移動 する コマ ンド で す 。 
3. フ パス その メン バー が 何 ち 行動 し た く な い 時 使い ます 。 
4. リ ピー ト その メン バー の 前 の 行動 を 繰り 返し た い 時 使い ます 。 
5. ミ ミッ ク リー ダー と 同じ 行動 を し た い 時 使い ます 
6. リ ター ン それ まで 指定 し た コマ ンド を 実行 し ます 。 
7. キ ャ ン セ ル それ まで 指定 し た コマ ンド を キャ ン セ モル し ます 。 
8. プ ロフ ー ル 現在 行動 し し いる 人 物 の デー タ が 表示 る れ ま す 。 








[明確 な 命令 を 与え る こと ] 

ゲー ム が スタ ー ト する と 、 パ ー テ ィ の メン バー の 名 前 が 表示 る れ 、 そ の 人 物 が 何 を する か 聞い て きま 
す 。 パ ー テ ィ の メン バー は 最初 は 一 人 で す が 、 二 人 以上 に な る と リー ダー に は ①、 部 下 に は の 記 
号 が 名 前 の 前 に つき ます 。(11 ペ ー ジ の [リー ダー と 部 下 ] の 説明 を 参照 ) パー ティ 全体 の 移動 は リー 
ダー で な けれ ば 出来 ませ ん が 、 そ の 場合 は 画面 下部 の 「 移 動 キ ー」 を 指定 し て 行い ます 。 


その 他 の 行動 は 画面 下部 の [特殊 コマ ンド 」 か 、 画 面 上 部 の 「 ア クシ ョ ン 1」 か ら 「 ア クシ ョ ン 3」 の 中 か ら 
HAT Fat, 

その 場合 、 動 詞 の み で 行動 する こと 5 あり ます が 、 動 詞 の 日 的 語 を 必要 と する 時 は 、 画 面 上 部 で 人 物 
な り ア イ テ ム を 見 つけ て 指定 し て 下さ きい 。 


[使用 文例 ] 

(動詞 の み の 使用 例 ) 

パス ( 何 も 行 動 し な い ) 

パー ティ を 離れ る (パー ティ と 別れ て 独立 し た パー ティ を 作り 、 自 分 が リー ダー に な る 。 だ だ し リー ダー 
が これ を 使う と 、 パ パー ティ は 全員 ば ら ば ら に な っ て ひと り ず つの パーティ に な っ て し まう 。) 


(動詞 十 目 的 語 の 使用 例 ) 

コイ ン を 取る (動詞 か 6「 取 る 」 を 選び 、 次 に その 場所 の アイ テム の 中 か ら 「 コ イン 」 を 指定 する ) 

ブル ー ノ に ラン タン を や る (動詞 か ら 「 与 を る 」 を 選び 、 次 に を その 自分 の アイ テム か ら 「 ラ ンタ ン 」 を 選び 、 
最後 に 現在 の ルー ム を 指定 し て を の 中 か ら 「 ブ ルー ノ ] を 選ぶ 。) : 
タイ タス の パー ティ に 参加 する (「 パ ー テ ィ に 加わ る 」 を 指定 し 、 次 に 「 タ イタ ス 」 を 指定 する 。) 


Dur o や 
第 4 章 移動 と マッ ピン グ 
[ある 冒険 者 の 日 記 か ら 抜 粋 ] 
あたり を 見 回 し 、 場 所 を 詳し く 調べ る 。 我 々 が 今 ま で 歩い て 来 た 荒 削り の 通路 が 、 今 度 は ジメジメ 
と 苔 の は えた 洞窟 に 変わ っ た 。 淀 ん だ 水たまり は ひど い 悪 臭 を 放ち 、 そ の 悪臭 は 洞窟 を 出る まで 
の 長い 通路 に 充満 し て いた 。 
西側 の 木 の 快 は 、 黒 い ツ タ に 覆 わ れ 、 重 い 鉄 の 錠 で 固く 閉め られ て いた 。 マ クシ マー が 近づい て 
来 て 、 錠 は 錆び て お り 、 扉 は 腐っ て いる よう だ と 報告 し た 。 
マク シマ ー は 戦闘 用 武器 が 何で も 入っ て いる 袋 か ら ハ ンマ ー を 取り 出し 、 扉 を 3 回 、 カ ー 杯 打ち 
叩い た 。 ち ょ うど その 時 、 マ ー ラ の ハッ と 息 を 飲む 気配 が し た 。 マ ー ラ は 東側 の 壁 を 調べ て いた 
の だ 。 我 々 二 人 が 振り 向く と 、 マ ー ラ が 秘密 の 扉 を 見 つけ 出し て いた 。 そ の ドア は 厚い 苔 に 才 わ 
れ た ブドウ の 後ろ に 隠れ て いた の だ っ た 。 
「 マ クシ マー、 罠 が ある か も し れ な い 。 菅 の た め お 前 は ここ に 残っ て くれ 。」 
と 私 は 命じ 、 マ ー ラ に 振り 返っ た 。 
「 お いで 、 マ ー ラ 。」 二 人 は 隠さ れ た 戸口 を 開け て 、 は る か 彼方 まで 続い て いる 暗闇 へ と 進 ん で 
nes 


[ダン ジョ ン を 探検 する ] 

クォータ ー ス タッ フ の 楽し み の 多 く は 、 広 大 な 「 木 の ドル イド 」 の ダン ジョ ン の 内 部 を 探検 する こと に あり 
ます 。 た だ し 、 ダ ンジ ョ ン の 内 部 に は 色々 な ワナ や 危険 が 待ち 構え を て いる の で 、 プ レー ヤー は 常に 万 全 
の 安全 策 を 講じ て お く 〈 必 要 が あり ます 。 

パー ティ は いく つも に 別れ て 行動 する より も 、 全 員 が ひと つ に まとまっ て 行動 する 方 が 安全 で す 。 し か し 、 
入る こと は 出来 て も 向こう か ら は 開け られ な い ド ア も あり ます 。 こ うい う 場 合 は 、 パ ー テ ィ を 分 割 し て 誰か を 
元 の 部 屋 に 残し て お 〈 必 要 が 出 て 来 ます 。 


[秘密 の ドア ] 

この 入り 組ん だ ダン ジョ ン で は 、 あ ちこ ち で ドア が 進行 の 邪魔 に な っ て お り ま す 。 鍵 が か か っ て いな けれ 
ば 問題 あり ませ ん 。 自 動 的 に 開け て 、 通 り 抜け る だ け の こと で す 。 

鍵 が か か っ て いた ら 、 そ れ に 合う キー で 大 体 は 開け られ ます 。 合 う キ ー が 見 つか ら な い 場 合 、 武 益 で 叩 
き 壊し て も 構い ませ ん 。2、3 回 や れ ば 壊れ ます が 、 難 し い 場 合 も し ば し ば あり ます 。 当 然 、 ド ア の 材質 に 
よっ て 違い が あり ます 。 

「 木 の ドル イド 集落 ] に は あな た の よう な 侵入 者 に 見 つか ら な いよ う 入 念 に 隠さ れ た 場所 も あり ます この 
よう な 場所 の 入口 は 開け た く な る も の で す が 、 月 並み の 方 法 で は 開け られ ませ ん 。 秘 密 の 扉 を 開け る に 
は 壁掛 け を 動か し た り 、 不 自然 に 突き 出し た 燈 全 を 引い て みる の で す 。 

通路 を 探検 し て いて 、 奇 妙 な 場所 で 行き 止ま り に ぶつ か っ た 場合 に は 秘密 の ドア の 発見 を 試し て みる 
べき で す 。 壁 を 叩い て 秘密 の 扉 を 捜す の も いい で し ょ う 。 ゴ ツ ゴ ッ 叩 く と 虚ろ な 音 が する な ら 6 秘密 の ドア 
が ある 証拠 で 、 探 索 の チャ ンス に な り ま す 。 

た だ し 秘密 の ドア に は 、 一 度 開い て も 時 間 が 経つ と 自動 的 に 閉まる も の が あり ます 。 パ ー テ ィ が 秘密 の 
ドア に 入る 時 に は 、 キ ャ ラク タ を 一 人 残し て な いて 、 パ ー テ ィ が 戻っ た と き 再 び 扉 を 開け て も 6 ら う 用 心 が 
必要 で す 。 


[ 地 図 ] 

キャ ラク ター が 探険 中 に 入っ た 部 屋 は 、 自 動 的 に 彼 の 地図 に 書き 込ま れ ま す 。 

この 場合 、 携 帯 用 の 明か り を 持っ て いる 時 に 限り ます 。 地図 を よく 見 て 下さ い 。 

パー ティ が 部 屋 か ら 移 動 で きる 方 角 を 示し て いる よう に 、 入 っ た 部 屋 の 構造 に つい て 役立つ 情報 が 用 
意 き れ ま す 。 




















第 5 草 パー ティ の 作り 方 


[ある 冒険 者 の 日 記 か ら 抜 粋 ] 

私 は ドア を 開け 、 マ ー ラ を 従え て 、 貼 々 と 灯 が と も る 部 屋 に 入っ て 行っ た 。 » 
書斎 らし く 、 部 屋 の 中 央 に ある シタ ン 材 の 机 の 上 に は 一 、 二 冊 の 本 が 開か れ た まま の っ て いた 。 
革 製 の 大 き な 本 の 表紙 に は 見 な れ な い 文 字 が 印刷 され て いる 。 マ ー ラ は その 文字 が 魔法 の 巻 
物 な ご に 使わ れる ルー ン 言 語 で ある こと に 気付 いた 。 き っ と 、 こ れ ら は 呪文 の 本 か 魔法 使い の 日 
記 で あろ う 。 

「 エ ヘン /」 後 ろか ら 耳 障 り な 声 が 聞こ えた 。 驚 いて 周囲 を 見 回 す と 、 汚 れ た ビロード の マン ト を 
着 た 華 著 な せむし の 小男 が 立っ て いる の に 気がつい た 。 

ご どう や ら 少 し の 間 黙 っ て 我々 を 観察 し てい た らし い 、。 彼 は 自分 は カエ ー ン ・ グ リー ブ だ と 名 乗り 、 
職業 は 魔法 使い だ と 自己 紹介 し た 上 で 、 我 々 の 職業 を 尋ね た 。 マ ー ラ が 私 を 振り 向い て 、 仲 間 に 
し た ら 役 に 立ち そう だ わ 、 と 貴 く 。 私 は 笑顔 で 、 ま だ その 使途 べ え 定か で な い 、 固 く 巻 か れ た 巻物 
を カエ ー ン に 差し 出し た 。 マ ー ラ も 愛想 の いい 素振り を じ て い た 。 カ エー ン は 巻物 を し ら べ た 後 、 
私 を 見 上 げ て 礼 を 言い 、 マ ー ラ に も 笑い か けた 。 彼 女 の 魅力 的 な 容姿 は や は り 無 視 さ れ は し な 
か っ た の だ 。 カ エー ン は 少し た め ら っ て か ら 、 何 か 仲間 の 役に立ち た い の で す が 、 と 慎み 深く 聞い 
て きた 。 マ ー ラ と 私 は その 申し 出 を 受け 入れ 、 カ エー ン は 荷物 を まとめ 、 同 行 の 準備 を 整え 
た see 


[パー ティ を 組む ] 

「 木 の ドル イド 集落 」 は 悪 に 人 触 ま れ て いま す 。 あ な だ た は 地下 道 を 通り 抜け る た め に 、 手 助け と な る 相手 な ら 
誰 で も 仲間 に 入れ た く な る で し ょ う 。 ク ォ ー タ ー ス タッ フ の 登場 人 物 は 、 あ な た を 殺す だ けが 目的 の 気 
弱 な 頭脳 の 持ち 主 ば か り で は あり ませ ん 。 

それ ぞ れ が 現実 的 な 欲望 と 衝動 に 駆 られ て 行動 する ユニ ー ク な 個性 の 持ち 主 で す 。 僅 か な 食べ 物 と 
愛情 の 見 返り に 貴重 な 援助 を し て くれ る 者 も いる し 、 か な 5 説得 し な けれ ば 協力 きえ し て くれ な い 者 5 いま 
すこ の 場合 役に立つ 動詞 は 、「 与 える 」、「 ほ ほ ぇ むり 」 な ど で 、 自 分 の 持ち 物 を 与 を た り 、 笑 いか けた り し て 
み ま し ょ う 5。 贈 り 物 と 善意 な ど で 多く の キャ ラク タ は 参加 を 申し 出る で し ょ う が 、 中 に は 決心 する まで か な 
り 長 い 時 間 を 要する 者 も いる か も し れ ま せん 。 一 方 、 あ な た の キャ ラク タ が どう 働き か け よ う が ノ パー ティ に 
加わ ろう と し な い 者 も いま す 。 こ れ は 性 質 が 悪かっ た り 、 邪 悪 な 魔法 に か か っ て いた り 5、 単 に 相手 が 不 機 
嫌 だ っ た だ け と か 様々 な 場合 が 考え られ ます 。 








[リー ダー と 部 下 ] 

グル ー プ を 操作 する 場合 、 ク ォ キー ター ス タッ フ で は パー ティ の メン バー を リー ダー と 部 下 の 二 つの タ 

イプ に 区 別 し ま す 。 リ ー ダ ー と は 自分 自身 の 行動 を 支配 する キャ ラク タ で 、 部 下 と は 他人 の 命令 で 行 

動 す る キャ ラク タ で す 。 (も し 貴方 が キャ ラク タ 全 員 を リー ダー に し た けれ ば 、 自 分 か ら パ ー テ ィ を 分 割 

すれ ば 、 本 人 ひと 5 が 別々 の パー ティ で それ ぞ れ リー ダー に な れ ま す 。) 

リー ダー に どこ か へ 移動 する よう 指示 し た 場合 に は 、 プ レー ヤー は を の リー ダー の 部 下 に 対し て は コ 

iga と が 出来 ます ん 。 し か し 、 リ ー ダ ー が を の 場所 に 停止 し て 何 か 行 動 す る 場合 に は 、 を 

の 部 下 全 員 に 対す る 命令 "の 入力 を 要求 され まお (部 下 の プ ロン プ ia 定 す れ ば 、 そ を 
部 下 へ の 問い か け は 通過 し ます し 、 一 方 [リー ダー に 同じ 」 を 選べ ば 、 彼 の リー ダー に 命令 し た の と 

同じ 行動 を 彼 に きせ る こと が で きま す 。) 


[パー ティ の 集散 ] 

これ に つい て は 何 度 か 断片 的 に 述べ て 来 ま し た が 、 こ れ は パーテ ィ を 上 手 に 操作 する 決め 手 と な り ま す 

の で 、 こ こ で まとめ て お きま し ょ う 。 
部 下 の プ ロン プ ト の 時 「 パ パー ティ を 離れ る 」 を 指定 する と 、 そ の 部 下 は 現在 の リー ダー か ら 6 離れ て 自分 
が リー ダー に な り ま す 。 リ ー ダ ー の プロ ンプ ト の と き 「 パ ー テ を 離れ る 」 と 選べ ば 、 彼 の 部 下 は 全員 解散 

し 、 そ れ ぞ れ が 全員 リー ダー に な り ま す 。 

誰か を 別 の リー ダー の 部 下 に ぉ せる こと も 出来 ます ,、「 パ ー テ ィ に 加わ る 」 を 選び 、 新 し い リ ー ダ ー の 名 

前 を 続け て 下さ きい 。( あ る キャ ラク タ が リー ダー で 、 別 の パー ティ に 加わ る 場合 に は 、 そ の 部 下 が 自 動 

的 に を の キャ ラク タカ か ら 離 脱し 、 を の 結果 彼ら 自身 が リー ダー に な つて し まう 場合 が ある の で 注意 し て 

下さ い 。) 











クォータ ー ス タッ フ は 、 プ レー ヤー が パー ティ に 対し て 完全 な 指揮 権 を 持っ て いま す 。 そ の 意味 で 、 キ 
ャ ラク タ 全 員 を 一 つの パー ティ に まとめ て お き 、 同 時 に 動か す 方 が 便利 で す 。 

時 に は 、 パ ー テ ィ を 多く (の サブ グル ー プ に 分 割 する 必要 も 出 て きま す 。 そ の 場合 に は 、 そ れ ぞ れ の グル 
ー プ が 独立 し て 行動 し ほす が 、 す さて の グル ー プ の 指揮 権 は 依然 と し し て プレ ー ヤ ー が 握っ て いま す 。 
例え ば 、 メ イン ・ グ ルー プ " を 休憩 る せ て 健康 を 回 復 き せ た い 時 に は 、 別 の パー ティ を 作っ て 警備 に 立 
た せ て お き 、 さ ら に 第 3 の パパ ー テ ィ に 部 屋 の 近く を パト ロー ル さ る せる 事 も 出来 ます 。 

それ ぞ れ の グル ー プ を 対立 させ て 戦わ せる こと きる え で きま す 。 


バー ティ の 仲間 を 増やせ ば 、 危険 は 少な (な り ま す が 、 償 分 の 食料 や 水 を 用 意 し な を けれ! ば な り ま 
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第 6 剖 熟練 度 と 耐久 力 


[技術 の 向上 ] 

ほとん どの ロー ル ・ プ レイ ング ・ ゲ ー ム は 、「 盗 賊 JE か 「 戦 士 」 ほ いっ た 特殊 職業 の キャ ラク タ が パー ティ 
を 構成 し て いる の で 、 彼 ら 6 の 技術 と 能力 は その 職業 に よっ て それ ぞ れ 得手 不得 手 が 出 て 来 ま す 。 し か し 
クォータ ー ス タッ フ で は 強弱 の 差 は あっ て $ ぅ 、 全 員 が 複数 の 能力 を 持ち 、 道 理 に 合っ た 仕事 な 6 何で 
$ 実 行 可能 で す 。 ど ん な 技術 で も 何 度 か 実行 する こと に よっ て 、 キ ャ ラク タ は それ を マス ター し 始め ます 
し 、 使 わな か いで いる と せっ か く 〈 マ スタ ー し た 技術 は 退 歩 し て 行き ます 。 


[耐久 力 ] 

従っ て 、 ク ォ ー タ ー ス タッ フ の キャ ラク タ 全 員 は 、 広 義 の 種々 の 能力 に お いて 、 い わ ゆ る 「 熟 練 度 ] を 評 
価 き れ ま す 。 
熟練 度 と は 、 キ ャ ラク タ が ある 特殊 な 技術 を 使っ て 成功 する 基本 的 確率 の こと で す 。 測 定 き れる 技術 
の 種類 は 、 剣 術 か ら 秘密 の ドア や 罠 の 探知 や スリ の 能力 に まで 及び ます 。 

また 、 ほ と ん どの キャ ラク タ は 種々 の タダ メー ジ に 対し て 必要 以上 に 耐え た り 、 逆 に 人 敏感 に 反応 し た り し ま 
す 。 つ まり 殆ど の プレ イヤ ー は 「 沙 下 ] や 「 熱 」 の よう な 様々 な 危険 の 原因 に 対し て 、 そ れ ぞ れ 異 な っ た 
「 耐 久 力 」 を 持っ て いる の で す 。 

これ ら の 耐久 力 は 乗数 で 測定 きれ ます 。 例 えば 、 あ る キャ ラク タ が 「 空 腹 」 に 対し て Xx0.9 の 耐久 力 を 
持っ て いる と いう こと は 、 彼 が 人 角 鍼 状態 に お いて 、 通 常 の 90%% の ダメ ー ジ を 受け る に と ど ま る こと を 意味 し 
て いま す 。 














a \ ケ | 
第 7 章 戦闘 
[ある 冒険 者 の 日 記 か ら 抜 粋 ] 
三 人 の 仲間 と 私 は 、 ゆ る や か に 傾斜 し て いる 曲がり くね っ た 狭い トン ネル を 用 心 深く 、 足 音 も 立 
て ず に 歩い て 行っ た 。 時 折 、 チ ラチ ラ 燃 える 松明 の 火 が 、 壁 の 落書 寺 を ぼん や り と 写し 出し た 。 そ 
の 光景 が 、 パ ー テ ィ 全 員 を 著しく 不安 に し た 。 こ れ は 多分 、 地 下 に 長く いる せい だ ろう 。 私 は 、 周 囲 
を 明る くす る 方 法 を 考え て いた 。 
突然 マク シマ ー が 立ち 止ま り 、 片 手 を 上 げ て 静か に する よう に と 身振り で 合図 を し た 。 耳 を すま 
す と 、 ト ン ネ ル の 次 の 曲り 角 の あたり か ら 足 音 が 聞こ えて きた 。 我 々 は 通路 の 両側 に 身 を 寄せ て 
武器 を 抜き 、 松 明 の 火 を 消し た 。 ま も な く 、3 匹 の モン スタ ー が 曲がり 角 に 現れ た 。 粗 野 な 革 の 上 
着 を 着 て 麻 の 腰 布 を 巻い た 、 小 鬼 だ / マク シマ ー が 前 方 へ 飛ん で 行き 、 も ろば の 剣 で 最初 の 一 
撃 を 加え た 。 容 赦 の な い 丸 が 先頭 の 鬼 の 尻 を 引き 裂 い た 。 悲 嶋 を 上 げ 、 そ の 小 鬼 と 仲間 は 武器 
を 取っ て 反撃 し て きた 。 マ ー ラ は 、 物 険 か ら 矢 を 放っ て いた が 、 今 度 は サー ベル を 抜い て 中 の 一 
匹 め が け て 突進 し た 。 
私 は と いう と 、 敵 の 続け ざま の 強打 を か わす の に 手 一 杯 だ っ た 。 機 を 見 て 攻撃 に 出 た 私 は 、 長 合 
で 敵 に 激しく 襲い か か り 、 相 手 の 胸 を まとも に 突き 刺し た 。 小 鬼 は 苦痛 の た め 後 ず さ り を し た が 、 


私 は さら に 一 撃 を 加え た 。 今 度 は 足 だ っ た 。 カ ッ と な っ た 小 鬼 は 槍 の 一 撃 で 私 を トン ネル の 壁 に 
強く 打ち つけ た 。 私 は 呼吸 が 出来 な く な っ た 。 喘 ぎ な が ら 相 手 を 突い た が 、 私 の 刻 は た だ 小 鬼 の 
上 着 を か すめ て 虚しく 床 を 鳴ら す だ け だ っ た 。 

混乱 の 最 中 、 私 は 荷物 か ら 火 の つい て いな い 松 明 を 取り 出し て 振り 回 し 、 小 鬼 の 肩 に 打ち つけ 
た 。 小 鬼 は キャ ッ と 悲鳴 を 上 げた 。 だ が 、 そ の 苦痛 は 私 の 殴打 が 原因 で は な く 、 あ ちこ ち ビ ピュン ピ 
ュ ン 飛び 交 う 短剣 が 彼 の 首 に 堅く 突き 刺さ っ た か ら だ っ た 。 

敵 は 振り 向い て 、PU フ ィ ー ト 向こう で 勝ち 誇っ た 大 声 を 上 げ て いる カエ ー ン を 怒り に 狂っ た 目 で 
上 明 み つけ た 。 小 鬼 は 再び 私 を 殴 ろ うと 寄っ て 来 た が 、 助 け に 来 た マ クシ マー に 大 られ 、 そ の 一 撃 
を 受け て 最後 の 悲鳴 と 共に どっ と 倒れ た 。 

我々 は 少し 休憩 し た 後 、 戦 利 品 を 奪う た め 、 倒 れ た 敵 を 捜し 始め た …… 


[ダメ ー ジ の 種類 ] 

クォータ ー ス タッ フ て は 、 キ ャ ラク タ は どの 武器 で どの 生き 物 を 攻撃 し C も いい こと に な っ て いま す 。 武 益 
は 、 そ れ を 与 & を る ダメ ー ジ の 種類 に よっ て 、 い くつ か の タイ プ に 分 類 さ れ ま す 。 剣 の よう な アイ テム は 「 シ ャ 
ー プ な 」 タ ダメ ー ジ を 、 こ ん 棒 の よう な アイ テム は [鈍い ]」 ダ メー ジ を 与え ます 。 他 に は 、 共 通 の ダメ ー ジ を 
与え る も の と し て 「 熱 」、「 寒 き 」、「 強 酸 ] が あり ます 。 各 々 の タイ プ に より 生じ る ダメ ー ジ は 、 攻 撃 す る 者 の 
聞 練 度 に よっ て 効果 が 異な っ て 来 ます 。 あ る タイ プ の 武器 を 使っ た 場合 の 熟練 度 と は 、 例 えば 「 シ ャ ー 
プ 」 の 場合 、 シ ャ ー プ な 武器 を 振り 回 す 間 に モン スタ ー を 倒す の に 成功 する 確率 の こと で す 。 

も っ と も 、 同 ビタ イプ の 武器 が すべ て 同 量 の ダメ ー ジ を 与え る と は 限り ませ ん 。 こ ん 棒 と 本 の スプ ー ン は 
どちら も [鈍い 」 ダ メー ジ を 与 を ます 。 つ まり 、 モ ンス ター を 打ち の めす あな た の 確率 は 、 ど ちら を 使っ て も 
同じ で あし か し 、 こ ん 棒 は スプ ー ン 以上 に 大 きい ダメ ー ジ を 与え る は ず で す 。 


[ 乱 5] 

モン スタ ー を 倒す に は 、 乱 闘 、 物 を 投げ る 、 矢 を 射 43 つ の 基本 的 な 手段 が あり ま $ 乱闘 は 最も 一 般 
的 な 方 法 で す 。 乱 闘 し は 、 あ な た が 持っ て いる アイ テム を 使っ た り 、 手 ぶら の 場合 は ゲン コツ で モン スタ 
ー を 区 る こと で す 。 必 ず 、 戦 い を 始め る 前 に 武器 を 装備 し て 下さ きい 。 時 と し て ロウ ソ ク や 鍵 を 持っ た まま で 
うっ か り 乱 闘 を 始め る プレ ー ヤ ー も いる も の で す 。 


[モン スタ ー に 物 を 投げ つけ る ] 

モン スタ ー に 物 を 投げ る こと は 、 あ まり 効果 的 で は あり ませ ん が 、 モ ンス ター と 戦い を 始め る 場合 に 、 よ く 
行わ れる 攻撃 手段 で す 。 こ の よう な 攻撃 の 例 & し て 、「 ケ ンタ ウル ス に 短剣 を 投げ る ] な ど が あり ます が 、 
この 場合 、 短 剣 を 投げ た 後 は 素手 に な っ て いる こと を わす れ な いで 下 き い 。 


[ 矢 を 射る ] 

戦闘 の 際 、 一 番 有 利 な 攻撃 方 法 は 飛び 道具 に よる 攻撃 で す 。 運 よく 弓 と 矢 を た くさ ん 持っ て いる な ら 、 
「 モ ンス ター に 矢 を 射る ] な ど と 入力 し て 下さ い 。 

ある 部 屋 か 6 別 の 部屋 へ 、 矢 を 射 た り 物 を 投げ る 場合 に は 、 別 の 部 屋 に いる モン スタ ー を 充分 確認 し 
て お ぉ くく て こと が 必要 で す 。 

例え ば 、 あ な た が 巨大 な 虫 の いる 部 屋 の 東 に いる と し て 、 石 己 を 持っ て いる 場合 、 

「 虫 に 岩 を 投げ る 」、 或 い は 「 虫 に 石 号 を 射る ] ほ や っ て みる と よい で し ょ う 。 











第 8 草 アイ テム の 上 手 な 取扱 い 


[「 見 る 」、「 拾 う 」、「 捨 て る 」] 

「 木 の ドル イド 」 の 集落 の 中 で 、 プ レー ヤー は 多く (の アイ テム を 見 つけ る で し ょ う 。 

アイ テム は それ ぞ れ 異な っ た 使い 道 と 効用 を 持っ て いま す 。 あ な た の 目的 達成 に 非常 に 貢献 する も の も 
あれ ば 、 逆 に パー ティ に 害 を 与 & る 6 だ け の も の も あり ます 。 

アイ テム を 見 つけ た ら 、 ま ず そ れ を 「 見 る | よう に いた し まし ょ う 。 

この コマ ンド は 、 ア イ テ ム の 特徴 に つい て 価値 の ある 情報 を 提供 し て くれ ます 。 

又 、 役 立ち を うな アイ テム は 手 に 入れ る 必要 が あり ます 

「 拾 う ] この コマ ンド は 、 キ ャ ラク タ に アイ テム を 拾っ て 、 自 分 の 荷物 の 中 に 入れ ろ と いう 命令 で す 。 後 で 
無益 又は 有害 だ と 分 か っ た アイ テム は 、 そ れ を 「 捨 て る ] か 、 何 か 他 の 方 法 で 取り 除く こと が で きま す 。 
クォータ ー ス タッ フ の 殆ど の アイ テム は 一 般 常 識 の ルー ル に 従っ て 扱っ て 下 き い 。 従 っ て 、 ア イ テ ム の 
用 途 や 効果 を 見 抜く の は 、 決 し て 難し いこ と で は あり ませ ん 。 

た だ し 、 以 下 の 3 種類 の アイ テム は その 使用 方 法 と 長所 に 注意 を 払う こと が 必要 で れ 


1. 光 源 

[ある 冒険 者 の 日 記 か ら 抜 粋 ] 

我々 が 静か に 列 を 成 し て トン ネル を 進ん で 行く と 、 ご どこ か に 亀裂 か 割れ 目 の ひよ うな も の が ある の 
だ ろう 、 絶 え ず 微風 が 吹 き 抜け て 行っ た 。 空 気 は 不潔 で 、 そ の 原因 は 大 気 か ら と いう より 、 む し ろ 
地下 か ら 湧 き 出 て 来る 何 か が に よる も の の よう だ 。 

時 折 、 強 い 風 が 松明 を 吹き 消す た め 、 前 進 は 手間 取り 、 マ ッ ピ ング を 不可 能 に し た 。 せ め て カン テ 
ラ が あっ た ら / 乾い た マッ チ を 沢山 持っ て いた の が せめ て も の 救い だ っ た が …… 


[光源 の 確保 ] 

クォータ ー ス タッ フ は ダン ジョ ン の 晴 険 が ほとん ど で す 。 ラ ンタ ン と か た いま つと いっ た 光源 が な いと 、 身 
動き も で き な く な っ て し まい ます 。 

光源 を 発見 し し 、 こ れ を 長持ち きせ る こと は 、 あ な だ の パー テ { が 生き 延び る 為 に 、 非 常に 大 切な こと な の で す 。 
光 が な いと 、 訪 れ た 部 屋 の 重要 な 特徴 を 見 分 けら れ な い ば か りか 、 オ ー ト マッ ピン グ も 読め ず 、 現 在 の 
場所 マッ プ に 記録 する こと も で き な く な り ま す 。 

プレ ー ヤ ー は ダン ジョ ン を 探検 する うち に 、 種 々 の 松明 や カン テラ や 他 の 光源 を 発見 する こと で し ょ う 。 
中 に は 重い も の 、 璧 に 固定 され て いる た め 動 か せな いも の も あり ます が 、 床 に 転がっ て いる も の は 拾っ て 
使え ます 。 

光源 は それ ぞ れ 寿命 が 決ま っ て いて 、 い と る 簡単 に 燃 ぇ 尽き て し まう も の も あり ます 。 例 えば 、 荷 物 の 中 に 
松明 を 入れ た り 5、 強 風 に さら し た 場合 、 松 明 の 火 は 消え て し まい ます 。 を その た め 、 マ ッ チ 箱 の 保護 は 特に 
大 切 で す 。 ラ ンプ や 松明 に 点火 し た り 、 つ け 直 し た りす る の に 必ず 必要 と な っ て 来る 管 で す 。 























= 明かり を 持た せ て 
危険 が 待ち 受け て 





P. 持 ち 物 

クォータ ー ス タッ フ で [持ち物] いう 場合 は 、 そ の キャ ラク タ が 持っ て いる アイ テム の すべ て を 指し て いま す 。 
それ ぞ れ の キャ ラク タ は その 者 が 行動 で きる 重き と 容積 の 限度 が 決ま っ て いま す 。 こ の 最大 容積 と 許容 
重量 は 、 そ の キャ ラク タ 自 体 の 容積 ・ 重 量 と 持ち 物 の 容積 ・ 重 量 を を それぞれ 加算 し た も の で す 。 
従っ て 、 ア イ テ ム を 持ち 過ぎ る と 、 重 き ・ 容 積 と も に この 限度 を 超過 し て 身動き が で き な (《 な っ て し まい ます 。 
キャ ラク タ が 何 か が アイテム を 拾う と 、 何 で も 自動 的 に 「 持 ち 物 ]」 の 中 に 入っ て し まい ます また 他 の メン バー 
の 持ち 物 か ら ア イ テ ム を 手 に 入れ る こと も で きま すし 、 敵 の 持ち 物 か ら ア イ テ ム を 「 盗 や ] こ と も で きま す 。 


[入れ 物 ] 

アイ テム の 中 に は 、 を の 中 に 何 か 小 き な ア イ テ ム を 入れ られ る も の も あり ます 。 例 えば 、 ポ ー チ の 中 に は 
イン と か 指輪 を 入れ る こと が で きま す 。 

その た め 、 小 さき な アイ テム は 適当 な 入れ 物 の 中 に 入れ て 持ち 運ぶ こと を お 勧 めし ます 。 重 る こそ 変わ り ま 
せん が 容積 は へ ら す こと が で きる は ず で す 。 

ポーチ と か 箱 を 手 に いれ た 際 に は 、「 開 ける ] の コマ ンド で 中 身 を 調べ る 必要 $ あ り ま す 。 も し か する と 何 
か 役に立つ 物 が 入っ て いる か も し れ ま せん 。 

た だ し 、 金 棒 を 紙袋 に 入れ な いで 下さ い 。 破 れ て し まい ます 。 ま だ た 、 ロ ッ カ ー の 底 に 槍 を 入れ な いで 下さい 。 
拾っ た ら 取 っ て 置き た い 薬 、 巻 物 、 食 糧 、 指 輪 な ど 、 沢 山 の 小 物 を 保存 し 整理 する 場合 は これ ら 6 の 入 
れ 物 を 使っ て 下さ い 。 た だ し これ 6 の 入れ 物 に $ 最 大 容積 と 許容 重量 が あり ます 。 

タン ス や 杉 の よう に 、 人 が 持つ に は 大 きす ぎる 入れ 物 6 も あり ます 。 こ れ ら に は 、 キ ャ ラク タ が 入っ た り 出 た 
りす る こと も で きま す 。 大 き な ア イ テ ム を 入れ て 置く 保管 場所 と し て 利用 する こと も で きま す 。 

($ し 敵 の 入れ 物 か ら ア イ テ ム を 手 に 入れ る 場合 に は 、「 盗 む 」 前 に 入れ 物 を 開け て お 〈 必 要 が あり 
まあ) 


3. 衣服 


[ある 冒険 者 の 日 記 か ら 抜 粋 ] 

ノー ル の パー ティ と 戦っ た 後 、 相 手 の 死体 か ら 使用 可能 な チェ イン ・ メ ー ル を 手 に 入れ る こと が 
出来 た 。 ノ ー ル の 防具 は 私 に も マク シマ ー に も マー ラ に も 含 わ な い が 、 カ エー ン が 着 て みる と ピ 
ッ タ リ だ っ た swewee 

クォータ ー ス タッ フ の 多く の アイ テム は 、 新 品 を 店 で 買う より も 、 使 い 古 され た 物 を 他人 か ら も ら っ た り 、 
英 か 6 戦利 品 と し て 手 に 入れ る 方 が 多い よう で す 。 

衣類 、 鎧 、 唱 、 宝 石 、 魔 法 の 指輪 な ど 、 み ん な 中 古 品 だ いえ まし ょ う 。 

キャ ラク タ は これ ら の アイ テム を 身 に つけ る 場合 は 「 着 る ]」 の コマ ンド を 使い ます 。 

身 に つけ だ アイ テム は 持ち 物 の 表示 の 前 に 記号 が つき ます 。 

その アイ テム を 脱ぎ た い 時 は 「 脱 ぐ 」 の コマ ンド を 使い ます 。 











a » 
第 9 章 魔法 
[ある 冒険 者 の 日 記 か ら 抜粋] 
「 あ あ 、 そ うか 」 と 言っ て 、 私 は 巻物 を 大 き な 声 で 読ん だ 。 す る と 突然 、 爆 音 と 共に 明る い 関 光 が 
ぱっ と 放 た れ た 。 私 の 心臓 は 圧迫 され 、 口 の 中 が カラ カラ に な っ た よう な 気 が し た 。 気 が つく と 、 
私 は 奇妙 な 部 屋 に 堅 然 と 立っ て いた の だ 。 
その 大 理 石 の 壁 で は 、 突 き 出し た 煽 台 の 松明 が チラ チラ 静か に 燃え て いた 。 そ の 光り で ぞっと す 
る ほど 着せ 衰え た 犬 が 、 象 牙 色 の 牙 か ら ヨ ダレ を 流し な が ら 片 足 を 引き ずっ て 私 に 向かっ て 来 
る の が 見 えた の だ …… 


[魔法 の 産物 ] 

我々 の 世界 が 論理 と 科学 に 支配 され て いる の に 対し 、 ク ォ ー タ ー ス タッ フ の 世界 は 魔法 に 支配 され て 
いま す 。 概 し て 、 魔 法 使い と か 練 金 術 師 に よっ て 精巧 に 作ら れ た アイ テム は 強力 な 力 を 持っ て いる と 言え 
まし ょ う 。 

し か し 真 の 自然 物 と 磨 法 の 産物 を 見 分 ける の は 難し い の が 常 で す 。 両 方 を 突き 合わ せ て みて 、 一 体 ど 
ん な 結果 が 生ずる か 、 そ れ ら が 良い か 悪い か を 実際 に 比べ て みる し か な いよ う で す 。 

ポー ショ ン は 飲ま れ 、 人 巻物 は 読ま れ 、 指 輪 は 身 に 付け る こと で 、 効 力 を 発揮 し ます 。 ク ォ ー タ ー ス タッ フ の 
世界 で は 、 殆 どの アイ テム が 再 利用 可能 で ーー バイ ーー の PT 
必要 は あり ませ ん 。 並 通 、 ボ ーション は 5、6 口 天 め る 分 は あり ます し 、 ほ と ん どの 杖 は 何 度 か 使う こと が で 
きま す 。 指 輪 も 擦り 切れ る こと な く 〈 何 度 $ 身 に 付け る こと が で きま す 。 

魔法 を 使う 際 に は 、 常 に を れ ぞ me イ テ ム を 総合 し た パリ ワー を 十分 考 虐 し な が ら 使 う よ う に 心 
掛け て 下さ い 。 

また 魔法 は 強力 な 力 を 持っ て いる の で 、 し ば し ば 思わ ぬ 災 害 を 呼び 込む こと が あり ます の で 、 を の 点 も 
充分 注意 し て 下 き い 。 


[不可 視 性 ] 

キャ ラク タ や モン スタ ー に 魔法 が か けら れる よう に 、 手 荷物 や ドア や 部 屋 な ど に も 魔法 を か ける こと が で 
CES 

で すか ら 、 魔 法 の 力 で 「 る わる と 手 がく さっ て し まう 」 ア イ テ ム と か "、 魔 法 で 「 不 可視 と な っ て いる 」 沙 と し 穴 
な ども ある の で 充分 用 心して 下さ い 。 

この よう に モン スタ ー や アイ テム が 魔法 で 「 不 可視 な 」 状 態 に きれ て いる ケー ス に よく 出会い ます 。 こ うい 
う 際 に は 、 不 可視 性 は 決し て 完璧 で は な いと いう こと を よく 覚え て い て 下さ きい 。 不 可視 な アイ テム を 見 え 
る よう に する アイ テム も あり ます し 、 時 間 が 経て ば 見 える よう に な る 場合 も あり ます 。 

更に 、 キ ャ ラク タ の 意識 を 高め て むく 〈《 こ と に よっ て 、 揺 れ 動く 微か な 輪郭 に 気付 いた り 、「 見 えな い 」 物 を 
取り 巻い て いる 光線 を 屈折 し て 、 見 えな い 物 を 見 破る こと が 出来 る 場合 も あり ます 。 各 キャ ラク タ は 、 こ の 
輪郭 を 見 破る 様々 な 可能 性 を 持っ て いる 筐 で す 。 徒 っ て 、 不 可視 性 は あま り 完 全 な 魔法 EL は いえ ませ 
ん 。 こ れ に 対抗 する 手段 は 必ず ある こと で し ょ う 。 








第 10 章 生命 の 維持 


[ある 冒険 者 の 日 記 か ら 抜 粋 ] 

我々 は 、 安 全 そ うな 行き 止ま り を 見 つけ た の で 、 キ ャ ンプ を 張る こと に し た 。 

私 は 毛布 を 広げ 、 食 料 袋 か ら 干 し 肉 と 古 パ ン を 取り 出し 、 腰 を 降ろ し て 夕食 に あり つい た 。 マ ク 
シマ ー が ビー ル の 瓶 を みん な に 回 し た 。 長 い 午後 の 後 だ け に 、 の どの 通り が 良かっ た 。 全 只 が 満 
腹 に な っ た と ころ で 、 私 は カエ ー ン を 最初 の 見 張り 番 に 決め 、 丸 く な っ て 寝 た 。 し か し 、 ま も な く 報 
つか れ な い 自 分 に 気が付い た 。 探 険 と 戦闘 の ハラ ハラ する 一 日 だ っ た の で 神経 が 高ぶっ て いる 
か ら だ ろう 。 

仕方 無く 眠り の ポー ショ ン を 一 口 飲み 、 間 も な く 眠 り に つい た …… 


[ 栄 養 ] 

普通 の 人 々 よう に 、 ク ォ ー タ ー ス タッ フ の 探険 に は 生存 条件 が 要求 され ます 。 

食物 、 飲 み 物 、 休 息 が そう で す 。「 木 の ドル イド 」 の 入り 組ん だ ダン ジョ ン に は 、 い ろ い ろ な 食べ 物 や 飲 
み 物 が 散在 し て いま す 。 パ ー テ ィ の メン バー の 日 に 合う 物 も あれ ば 、 を う で な い の も あり ます 。 時 に は 、 敵 
の 死体 が パー ティ の た め に 素晴らし い 栄養 を 提供 し て 《 れ る 場合 も あり ます 。 


[十分 な 健康 の 維持 と 対応 ] 

負傷 し 疲労 し た パー ティ は 、 一 晩 ぐっ すり 眠れ ば 全 活 力 を 取り 戻せ る で し ょ う 。 

キャ ラク タ は 好き な | 時 に 休憩 する こと が 出来 ます 。 他 に 比べ て より 安全 な 場所 ちい くつ か あり ます 。 物 置 の 
よう に 周囲 を 取り 囲ま れ た 小 部 屋 は 、 隠 れ て 休憩 する の に も っ て こい の 場所 で す 。 安 全 な 場所 が 見 つ 

か ら な い 場 合 、 パ ー テ ィ を 分 割 し て 、 見 張 9 と 休憩 の 交替 制 で 休む ょ うに し まし ょ う 。 

間断 の な い 峠 眠 は 、 う た た 寝 の 50 回 分 に 相当 し ます 。 し か し 、 キ ャ ラク タ が 何 か の 拍子 で 早く 目覚 め て 

し まっ た 場合 、 健 康 は 回 復 さ れ ま せん 。 活力 回 復 の た め ( に 再度 一 晩 ど っ すり 眠る 必要 が あり ます 。 

睡眠 、 食 べ 物 、 飲 み 物 不足 で 長 時 間 活動 する キャ ラク タ は 、 肉 体 的 要求 が 満た され る まで 、 ダ メー 

ジ の 状態 に 陥る こと も ある の で す 。 














第 11 草 賢者 の 助言 


1. 新 し い 部 屋 に 入る 度 に 、 を の ルー ム の 状態 を 常に 把握 せよ 。 
思わ ぬ 手 掛か り を 見 つけ る こと あり 。 
特に 壁 に 取り つけ られ だ た ラン タン な ど は 、 秘 密 の ドア の 取っ 手 と な る こと あり 。 
も し その 部 屋 に て ゲー ム に 行き 詰 4 る よう な 事態 に 立ち 到 れ ば 、「 ル ー ム ヒン ト 」 を 見 る べし 。 適 切な る 
助言 を 与 を る こと あり 。 
2. 手 に 入れ た 物 を 一 度 は よ 〈「 調 でる] に と が 大 切 だ 。 
そし て 将来 役に立つ か 否 か を 氷 分 考え 、 捨 て る な り 、 そ の まま 持ち 歩く か を 決定 せよ 。 後 で 取り に 戻る 
の は 精力 の 浪費 な り 。 
. 明 る き を 保つ こと を 常に 心掛け よ 。 

マッ チ は 火 の 消 えた 時 に 備え て 、 大 切 に 持ち 歩け 。 
. 友 人 は あら ゆる 場所 に 作っ て お け 。 

た と ぇ パーテ イィ に 加え な く 〈 と も 、 い つ を の 助力 を 必要 と する か 知れ ぬ も の な り 5。 
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5. ゲ ー ム の スピ ー ド を 求め る な ら 、 パ ー テ ィ は 可能 な 限り 一 つ に し て 行動 せよ 。 
また 説明 文 の 表示 モー ド を 「 普 通 ]、 出 来れ ば 「 箇 略 ] に する の も 一 つの 方 法 な り 。 

6. 壮 皮 紙 と コイ ン を 正しく 扱え ば 、 鍵 、 杖 、 ス クロ ー ル 、 ポ ーション を 司る 魔法 の キー ワー ド を 得る で あろ う 。 
半 皮 紙 の 上 に て 、 コ イン を あや つる べし 。 
第 一 の 詩 に 従い て 文字 を 辿れ ば 、「 鍵 」 の キー ワー ド を 得 ん 。 
先ず 、 コ イン の 矢印 を 「 南 に 指向 し て 」 羊 皮 紙 の 維 針 般 の 上 に 置く 。 
だ が 「 液 の 心 の 目 は ] を の 逆 の 北 の 地 点 か ら 、 東 に 向け て 、 羊 度 紙 、 コ イン の 順に 文字 を 四 つ 辿 っ 
て 行 《。 
すなわち 、 最 初 の 文字 は 羊皮紙 の 「G」、 次 は コイ ン の 「U」、 次 は 羊皮紙 の 「R」、 を そし て 最後 が コイ ン 
の 「Z」。 


か 〈 し て 「 鍵 」 の キー ワー ド は 「GURZ」 な り 。 
以下 、 第 二 の 詩 か ら 第 四 の 詩 ま で 同様 の 手順 で を それぞれ の キー ワー ド を 読み 取る こと 、 い と 易 き こと 
な らん 。 





や ー ゞ や 

ゲー ム デ スク が 壊れ た ら 

この ゲー ム の プロ グラ ム ・ デ ィ ス ク に は プロ テク ショ ン が か け て あり 、 コ ピー する こと は で きま せん 。 プ ロ テ 
クシ ョ ン を は ず し て コピ ー し よう と する 際 、 プ ログ ラム が 壊れ て も 、 変 換 は いた し ませ ん 。 

商社 で は 、 製 品 の 品質 管理 に は 万 全 を 期し し お り ま す が 、 万 一 、 製 品 の 立ち 上 げ 不 良 等 の 問題 が 起 
きた 場合 は 無料 で 変換 きせ て いた だき ます 。 不良 の ディ スク を スタ ー タ クラ フト 宛 お 送り くだ きい 。 到 着 し 
だ い 新 し い ゲ ー ム ディ スク を ご 返送 いた し ます 。 

た だ し 、 あ る 程度 ゲー ム を され た 後に 製品 の 不良 以外 の 理由 で 動作 不能 と な り ま し た 場合 は 、 別 途 
修理 代 を ご 請求 きせ て いた だ 〈 こ と が あり ます 。 

また 、 操 作 中 に 誤っ て ゲー ム テ イス ク を 壊し て し まっ た 場合 は 、1.500 円 を 添え を て 敵 社 まで お 送り くだ さい 。 
ゲー ム テ イィ スク を 書き か えて ご 返送 いた し ます 。 な お 、 上 記 の 何れ の 場合 も 、 交 換 、 修 理 、 書 きか え は 
「 ク ォ ー タ ー ス タッ フ 、 ユ ー ザ ー 登 録 ハ ガキ 」 に て ユー ザー 登録 きれ て いる 方 の み と き させ て いた だ きま す 。 





ゲー ム の ご 質問 に つい て 


弊社 で は 製品 開発 の 障害 に は な りか ね な いと いう 理由 か ら 、 電 話 に よる ご 質問 は 一 切 お 受け いた し ま 
せん 。 も し わか ら な いと ころ が ご ざい まし た ら 、 往 復 ハ が ガキ 、 あ る い は 62 円 切手 同封 の うえ ぇ 封書 で 、 ご 質 
間 内 容 と 機種 、 郵 便 番 号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 オー ナー ズ カ ー ド の 番号 を 明記 の う ぇ 、 右 の ヒン ト 券 を 1 
枚 添 付 し て 弊社 宛 お 送り 9 くだ きい 。 ま た ご 質問 内 容 だ け で な く 〈、 現 在 の パー ティ の 状況 も で きる だ け 詳 
し く 書 いて お て いく だ さい 。 

な お 、 ご 質問 に つい て で す が 、 以 下 の 条件 に ひと つ で も 当て は ま ら な い 場 合 は お 答え で きま せん の で 
悪し か 65 ず ご 了承 くだ きい 。 

@ パッ ケー ジ 同 封 の 「 ク ォ ー タ ー ス タッ フ 、 ユ ー ザ ー 登 録 ハ ガキ] で ユー ザー 登録 きれ て いる 方 。 

@ 右 の ヒン ト 券 を 同封 され て いる 方 。 

@ 本 製品 (お ぉ 手持 ちの 機種 用 ) が 発売 きれ て か ら 1 ケ 月 以上 経過 し て いる 場合 。 
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